
Ⅰ．ローレンツ変換の導出過程
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Oと O’が重なっているとき光が発せられたとする。
光速不変の原理とどの慣性系でも物理法則は同等

に成立することから

Ｓ系（静止）とＳ’系（ｘ軸方向にνで移動）において

それぞれの慣性系で光は同じ速さで同様に球形に

拡がって行くので次の式が成り立つ。
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①と②の両辺が恒等式となることから
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次のように整理する。
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X XLX ' を ローレンツ変換 という。
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